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化学物質、廃棄物及び汚染に関する政府間科学・政策パネル（ISP-CWP）への我が国学術界からの提言
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農林水産省管轄の水産系唯一の研究機関

「資源」・「養殖」～「環境保全」まで「水産」に関連する研究対象を網羅

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など
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1997- 九州大学農学部水産学科～大学院
内分泌かく乱化学物質がメダカの性分化に及ぼす影響

2010- 現所属
人為起源化学物質が沿岸域の水生生物群に及ぼす影響評価研究」

＊本日お話しする内容は、演者の個人的な見解であり、学会、所属機関を代表してのものではありません。

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など



ISP-CWPと水産

ISP-CWPの目的

化学物質による汚染が人の健康、食料安
全保障、生態系のレジリエンスに深刻な影
響を及ぼすことを踏まえ...、科学的評価と
政策選択肢を提供すること

→「食糧安全保障」は水産物の安定供給と
いう観点からは重要な視点

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など

クルマエビを対象に紹介します。
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30年で90％減少

クルマエビ：漁獲量減少の原因究明は喫緊の課題

漁獲量の経時的推移
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ノープリウス幼生

ミシス幼生

ポストラーバ幼生

稚エビ

成エビ

河口干潟域に来遊・着底 1

1 : Kurata (1973) 水研報告

クルマエビの生活史
着目
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着底時期の稚エビ期の殺虫剤による影響に着目

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など
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漁獲量の経時的推移

20％の個体に影響が及ぶ濃度
で殺虫剤が検出されました1。

資源学専門の研究者

クルマエビ資源の減少をど
れくらい説明できるの？

そこまでは…。

現状のリスク評価の限界

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など

毒性試験と環境中濃度の結果から・・・

1Hano et al., (2019) Env. Pol.



ISP-CWPの目的

化学物質による汚染が人の健康、食料安
全保障、生態系のレジリエンスに深刻な影
響を及ぼすことを踏まえ...、科学的評価と
政策選択肢を提供すること

→「食糧安全保障」は水産物の安定供給と
いう観点からは重要な視点

水産分野からの要望

化学物質による汚染が食料安全保障
（水産資源）に及ぼす影響を科学的に
評価したい。

とはいうものの、、、

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など



農薬

エサ

病原体

水温 エサ不足

無視できない濃度で検出

実環境は化学物質を含む様々な環境ストレス因子が混在している

病原体を保有1

海水温は上昇

1 : Hano et al., (2024) Sci. Total Environ.

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など

水生生物の場合、すでに多様な影響を受けている

化学物質も含めた環境要因の複合影響を考慮する必要



健康なエビ 影響を受けているエビ

動的エネルギー収支モデル（DEBモデル）
～エネルギー分配で生物内での揺動を俯瞰的に理解する～

エサ不足

代謝↑
高水温

十分な
エサ

話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など

農薬
解毒

↓
資源量減

産卵数減

成熟不良成長不良

進捗状況：DEBモデル確立済。

餌からのエネルギーを構造維持、
成長、成熟、再生産に投資できる

：エネルギーの流れ

卵

成熟

成長

構造維持

進捗状況：パラメータ取得のためのデータを実験により収集中。

各ストレスに対峙するためにエネルギーを分配する必要
→成長、成熟、産卵に十分なエネルギーを分配できない

病原体

免疫



話題とする学術分野、課題 政策と科学の課題 課題例，アイディア，方法など

水産分野からの提言
化学物質を含む様々な環境要因のうち、
・どのような対策が「食料安全保障（水産資源の持続的な
確保）に効果的か」を明らかにして、有効な対策を講じること
が重要

DEBモデルでの出口

●複合要因は資源減少の△％に関与(そのうち化学物質の影響は○％）

●資源回復には□□対策が有効で、その対策により資源は◇◇％回復

ISP-CWPの目標：研究ギャップを埋めて情報を共有する（特に途上国）

北海道南部〜東南アジア・インド洋・
オーストラリア北部まで広く分布

モデル生物としても最適
クルマエビ

影響を受けているエビ

エサ不足

代謝↑
高水温
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解毒
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成熟不良成長不良

病原体

免疫


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

